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開会 午後４時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成２７年第１９回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、 

大山秀之委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第２に入ります前に、本日の議案第 1 号、追加議案第 1 号が、教育委員会会議

規則第１６条第１項第１号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 

 異議なしと認め、議案第 1号、追加議案第 1号は非公開ということでよろしくお願いいたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 ７点にわたって報告させていただきます。 

 まず、寄附についてでありますが、１１月２６日に、アイグステック株式会社様より、奨学基

金の充実を図ってほしいとの申し出があり、３０万円の寄附をいただきました。この寄附は、３

年間継続していただいているものであり、今回の第４回市議会定例会に補正予算案を提案し、議

決をいただいたところであります。 

 次に、教職員人事についてでありますが、来年度の人事異動に向け、北海道教育庁石狩教育局

のヒアリングが、１１月１６日に校長職、１２月９日に教頭職と一般教員に対して行われたとこ

ろであります。今後、市教委に協議をした後、来年３月に内示されることとなっております。 

 また、管理職受験につきましては、市内から、校長採用試験８名、教頭昇任試験に８名、主幹

教諭昇任試験に３名が受験しているところであります。 

 次に、北広島市青少年健全育成大会子ども会議についてでありますが、１２月１２日にふれあ
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い学習センターにおいて開催いたしました。子ども会議では、市内中学校６校から１２名の代表

が参加し、「自分たち自身が向上するためのよりよい仲間づくり」をテーマに、それぞれの学校が

取り組む活動を通した発表や意見交換を行いました。その後、講師に札幌学院大学渡邉知樹教授

をお招きし、「大人の成長が子どもの成長をつくる、子どもたちのよりよい成長のために大人がど

うかかわるか」をテーマに、質疑を交えた講演をしていただきました。参加した皆様には熱心に

聞いていただき、充実した開催となったものと考えております。 

 次に、国際交流事業２５周年記念事業についてでありますが、１２月５日に芸術文化ホール活

動室において開催いたしました。 

 第１部では、今年１０月に実施しましたカナダ・サスカツーン市交流派遣団の報告と、上野市

長が表敬訪問した様子が報告されました。 

 また、第２部では、道都大学の経営学部に留学中のイギリス人、リチャードさんを招き、「ここ

が変だよ、日本人」と題して記念トークを開催いたしました。会場は、イギリスと日本の文化と

生活習慣の違いについての話題に大いに盛り上がったところであります。 

 次に、第８回西の里音楽会、大山実行委員長であります。これについてでありますが、１２月

１３日午後１時３０分から、北広島西高等学校体育館において、西の里地区青少年健全育成連絡

協議会と、西の里地区生涯学習振興会を中心とした実行委員会により開催されました。今回は、

「北海道から～未来に伝えたい夢と希望～」をテーマに、約５００名の観客の前で、地域の中学

校、高等学校など、五つの団体、個人が素敵な演奏を披露し、盛会のうちに終了したところであ

ります。 

 次に、西の里ファミリー体育館の改修についてでありますが、防衛省の北海道大演習周辺整備

統合事業の補助を受け、７月から行ってきました工事が、１２月７日に完了いたしました。改修

にあたりましては、リニューアル検討委員会を設置し、地域の意見や要望の取りまとめを行い、

屋根のふき替えや壁の塗装、暖房、給排水施設の更新、トイレ、更衣室の改修などを行ったとこ

ろであります。 

 最後に、成人式についてでありますが、新成人を祝して、来年１月１０日日曜日の午後１時か

ら、芸術文化ホールにおいて開催いたします。対象となる方は、平成７年４月２日から平成８年

４月１日までに生まれた方で、１１月３０日現在、５３１名となっているところであります。委

員の皆様におかれましては、ご出席方をよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○松本委員長 よろしいですか。ほかに。 

（異議なし） 

 

 

◎日程第３ ○議案第１号北広島青少年健全育成推進委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 
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    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号 平成２７年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査、北海道版結果報告書 

への結果掲載について 

 

○松本委員長 議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第２号平成２７年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査、北海道版結

果報告書への結果掲載についてでありますが、北海道教育委員会で作成いたします北海道版結果

報告書に本市の調査結果を掲載することに同意したいので、北広島市教育委員会事務委任規則第

４条の規定に基づき、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 北海道版結果報告書は、国の平成２７年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査に関する実施

要領において、都道府県教育委員会が域内の市町村教育委員会の同意を経た場合には市町村名を

明らかにした公表を行うことができるとされたことから、北海道教育委員会が、道民に対し、よ

り一層きめ細かくわかりやすい調査結果の報告を行い、教育的な行政施策の成果を説明するため

に策定するものであります。 

 平成２６年度の報告書には、全道で１１４市町村、そのうち３２市の結果が掲載されておりま

す。 

 平成２７年度の本市の調査結果を公表することについては、北海道教育委員会から１０月７日

付で照会があり、１月１４日が回答期限となっております。 

 掲載の内容につきましては、現時点では、本市の調査結果が国から送付されていないことから、

別紙の図面のとおり、レーダーチャートで各種目別の偏差値を記録することを基本とし、体力テ

ストの結果と、児童生徒質問紙の回答とのクロス集計による分析結果や、体力向上方策を市民に

対してのわかりやすいものとなるよう工夫をし、来年２月に予定をしています北海道教育委員会

の公表までに石狩振興局と協議をしながら、小中学校別にそれぞれ１枚にまとめていきたいと考

えてございます。 

 本調査の結果につきましては、国においては、分析により効果のあった先進的な取り組みや成

果のあった取り組みを紹介しており、北海道では、子どもの運動機会の創出を図るどさん子元気

アップチャレンジへの参加を呼びかけるとともに、平成２６年度には、小学校体育専科教諭の配

置の拡充、また、新規事業である子どもの体力向上パワーアップ事業として、体力テスト上位校

で実施をしています体力向上先導的総合実践事業や、新体力テスト指導改善エキスパート養成事

業を実施しているところであります。 

 なお、本市の公表内容につきましては、今後、集計作業を行いまして、改めて教育委員会議に

お諮りしたいと考えております。併せて、北海道版結果報告書に掲載する内容についてもその時

にご報告したいと考えております。 

 以上が提案内容であります。 
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○松本委員長 よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

 

○松本委員長 議案第２号につきましては、原案を可決することといたします。 

 

 

○議案第３号 平成２８年度の全国学力・学習状況調査について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第３号平成２８年度の全国学力・学習状況調査についてでありますが、

平成２８年度全国学力・学習状況調査に参加することについて、北広島市教育委員会事務委任規

則第４条の規定に基づきまして、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 全国学力・学習状況調査につきましては、文部科学省が、平成２３年度を除き、平成１９年度

から、小学校６年生、中学校３年生を対象に実施してきております。 

 平成２２年度及び平成２４年度には抽出による調査でありましたが、北海道では抽出校以外の

学校においても希望利用調査を実施することとしていたことから、本市では、これまで全ての小

中学校が参加してきたところであります。 

 平成２５年度からは、悉皆により全国全ての小中学校を対象として調査を実施しており、平成

２８年度は、国語、算数、数学について、平成２８年４月１９日に全国全ての小中学校において

実施することで予定をされております。 

 各学校では、これまでの学力・学習状況調査により、継続的な学習状況等の把握を行うととも

に、調査結果を踏まえた学校改善プランの策定や、学力向上の取り組みを進めてきていることが

あることから、平成２８年度の全国学力・学習状況調査にも市内の全ての小中学校が参加したい

と考えております。 

 なお、国の平成２８年度全国学力・学習状況調査に関しての実施要領では、本年度と同様、市

町村教育委員会の判断で、教育上の効果や影響等を考慮した上で、個々の学校名を明らかにした

調査結果の公表を行うことは可能であり、本調査の職務権限が教育委員会であることや、教育委

員会は調査結果の活用及び公表等の見解について、主体性と責任を持つこととされているほか、

新たに調査結果を入学者選抜に関して用いることができないということが明記をされ、さらに、

経年の変化を分析、把握するため、平成２５年度に行われました調査と同様の問題を用いる経年

変化分析調査が抽出により実施されることとなっております。 

 今後、調査結果の公表のあり方につきましては、管内の状況などを参考にしながら検討してま

いりたいと考えております。 

 以上が提案の内容であります。 

○松本委員長 何かございますか。 

（異議なし） 
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○松本委員長 それでは、議案第３号につきましては、原案可決と決します。 

 

 

○追加議案第１号 平成２８年１月６日付北広島教育委員会事務局職員の任用について 

【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 その他、数が多いのですが、まず一つ目ですが、次回の平成２８年の第１回

の教育委員会議の日程についてお諮りしたいと思います。 

 １月１５日金曜日の１５時、午後３時から、こちらの会議室で行いたいと考えております。 

 予定議案につきましては、平成２８年度、北広島市学校教育の推進方針について、これについ

ては後ほどご説明をいたします。 

 それと、市議会定例会提出議案についてということで、補正予算を予定しております。以上が

予定議案です。 

 その他としまして、先ほどご説明をしました平成２７年度全国体力・運動能力・運動習慣等調

査の概要について、その内容を行っていきたいと考えております。よろしいでしょうか。 

 二つ目のその他の予定としまして、前から課題になっています北海道白樺高等養護学校の視察

研修についてですが、１月と思ったのですが、日程等の関係もございまして、２月以降の教育委

員会会議の開催日に実施をするように調整中であります。 

 三つ目、平成２８年度の北広島市の行政組織の職員配置についてということで、お手元に資料

がいっているかと思います。事務連絡平成２７年１２月１日という資料ですが、先頃、来年度の

行政組織及び職員配置が決定されましたので、これについて簡単にご説明したいと思います。 

 お手元の資料１ページ目には、基本方針ということで、引き続き適正な定員管理に取り組みな

がら、平成２８年度においても定員を原則４６９名以内としまして、任期付職員や再任用職員等

の有効活用を図るという基本方針に基づいて、今回、決定されております。 

 平成２８年度の行政組織及び職員配置ということで、施策実現に向けての組織改編、第５次総

合計画の推進と新たな行財政改革の着実な執行、これに向けて必要な組織改編を行うとされてお

ります。 

 二つ目として、任期付職員制度の活用ということで、具体的には、平成２８年度は、防災庁舎

建設課及び各保育園に１名ずつ配置するという予定になっております。 
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 その資料の裏面になりますが、そのほか、再任用職員の活用ということで、昨年度から実施し

ました主査職特命業務担当の配置部署を増やし、更には、再任用職員の有効活用や重点課題の解

消を図っていきたいと方針ではうたわれております。 

 これらの方針を受けまして、２枚目の形で全体像が示されております。基本的には、増減の所

人数の上限という形になっていまして、最終的には４６９名の定数になるということです。 

 二つ目の整備については、兼任になっていた企画課長を配置すること、企画課に政策広報主幹

の男女共同参画、市民参画も移管することが記載されています。 

 総務部は、番号制関連の業務を市民課へ移管、主査職を１名減という形になっています。 

 さらには、先ほど言いましたように、再任用職員の主査職１名を任期付職員に変更するという

形になっています。 

 派遣としまして、道央廃棄物処理組合に次長相当職を新たに派遣し、札幌広域圏組合派遣は終

了することになっています。 

 市民環境部でマイナンバー担当としての１名増のほか、保健福祉部として、地域支え合いセン

ター業務の委託化により再任用職員１名減、非常勤職員２名減等々、記載のとおりであります。 

 建設部、経済部についても記載のとおりで、説明は省略いたします。 

 教育部のほうは、全体としての下から二つ目に書いてありますが、教育総務課主査職１名をス

タッフ職に変更、学校教育課スタッフ職１名を主査職に変更、それと、学校教育課に再任用１名

を増員、それと、文部科学省へ職員を派遣ということが大きな内容になっております。 

 裏面に詳細の表があります。 

 教育総務課の主査職の１名をスタッフ職に変更して、その主査職の分を学校総務課に、小中一

貫教育など特色ある学校づくりを検討することとして主査職に変更して、さらに再任用１名増員

という形で行っております。それと、中学校への特別支援員の増員も計画しております。 

 社会教育課のほうは、既存のスポーツイベント等について継続して事業を所管しますが、交流

事業等につながる新たなイベント等の企画誘致などは、経済部に新設されます部署に移管替えす

る予定になっております。 

 一番下に派遣等ということで、文部科学省へ職員１名を派遣して、予定では２年ということで

予定しております。この職員については、割愛という言い方をしていまして、定数外の職員で派

遣をするという形で予定をしています。簡単ですが、来年度の内容です。ご議論いただきました、

室の設置については見送りになりました。 

 次に、平成２８年度の予算要求の段階ですけれども、教育費の予算要求の状況を説明いたしま

す。 

 お手元に予算要求書、カラー刷りの横版のものがあるかと思います。 

 まず１ページ目ですが、教育総務費から保健体育費まで、全体像が載っております。増減の主

な理由等も記載をしておりまして、一番下の欄に、教育費で、前年度対比４億７,２４９万１,００

０円の減ということで、工事費関係等が大きいのが落ちていますので、その関係の差額になって

います。 
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 その後、全部説明しますと少し時間がかかりますので、新規、拡大等を中心にご説明をしたい

と思います。 

 まず、５ページをお開きいただきたいと思います。 

 ５ページのほうの一番上にあります教育委員会運営経費というのがございます。予算額は３４

１万７,０００円で、前年度対比３２万１,０００円の増額です。これについては、後ほど申し上げ

ますが、特に小中一貫教育の推進に絡んで、要求としては、教育委員に先進地視察で、４名分の

先進地視察の旅費を見込んでいますので、その分を含めて増額になっております。予定としては、

今のところ大阪周辺で計算はしております。皆さんに行っていただく予定になっております。 

 その下、真ん中に、小中一貫教育推進事業があると思います。区分のところに政策の新という

形で書いてあります。４１万７,０００円です。これにつきましては、小中一貫教育の検討を本格

的に始めるということで、経費的な内訳としましては、小中一貫教育に係る講演会を２回ほど、

それと、先進地視察経費で４１万７,０００円ということで要求をしております。 

 次に、裏面の６ページ目であります。新規、拡大ではないですが、上から二つ目の姉妹都市子

ども大使交流事業については、前年度予算額に対比しまして６１万５,０００円の増額になってい

ます。これについては、今年、子どもたちで行きました広島子ども平和の集いに引き続き参加を

するということにあわせまして、引率教員１名増等を見込みまして、その分等を含めた増額にな

っております。今年は予算流用等で対応したので、予算額的には少し増えます。 

 その下の学校ＩＣＴ環境整備事業ですが、これも前年度対比１,１７１万２,０００円増でありま

すが、内容的に、来年は小学校の校務用パソコン１１３台をタブレット型に更新する予定でいま

す。併せまして、デジタル教科書等も小中で導入していきたいと考えております。 

 記載はされていませんが、道教委が進めています校務支援システムの導入も来年の１０月以降

から導入をしていきたいということで、それらの経費を含めて増額となってございます。 

 なお、校務支援システムは、１校当たり月３万２,０００円ほど通信費がかかりますので、人件

費を含めて年間４７０万円ほどの経費がかかります。 

 戻りまして、学校のパソコン更新関係の事業費として、４,０００万円ほどの要求をしておりま

す。このパソコン購入の事業費については、備荒資金組合の資金をお借りしてやるものですから、

予算額にはほとんど出てこないのですが、償還額がこの予算の中に含まれているということにな

っております。 

次に、真ん中辺に３０９番という左に番号がありますが、私立学校教育振興事業１４１万３,０

００円の要求になっております。６万３,０００円の増です。これについては、札幌日大高校への

補助金ですけれども、今までは定額に９００名で計算をしておりますから、現在の定員が９４３

名ということで、定員にあわせて４３名分の増加ということで、増額要求しております。 

 その下、特別支援教育推進事業ですが、前年度対比５５７万９,０００円の増となっております。

これについては、特別支援教育支援員２２名ということで記載をしておりますが、現在、中学校

は１名ですが、残りの中学校、５名分の増員ということで、５５０万円の増額になっております。 

 次に、３７７番の子どもの体力向上推進研究事業ですが、これにつきましては４４万円の新規
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予算になっています。内容としては、検討チームの立ち上げですとか、小学校の体育授業への外

部講師の派遣経費を見込んでおります。 

 また、さらにその下に、３０２番で、地域に根ざした特色ある学校教育推進事業ということで、

これも新規ということで４０万３,０００円でございます。この中身については、北広夢ノートの

印刷代、小学校４年生を対象とした６００冊が主な経費という形になっております。夢ノートに

ついては今年度から始めたのですが、今年度は流用等で対応しましたので、予算としては新規と

いう扱いでございます。 

 次に、７ページ目です。下から１、２、３、４、各それぞれ東部小学校の防音機能復旧事業や、

建設事業がそれぞれ対前年度で増額という形で出ております。これは計画的に進めている事業で

ございます。 

 次に８ページの上から５行目になりますが、小学校教育振興経費（臨時）と書いてあるかと思

いますが、前年度対比２７１万５,０００円の増ということで、これにつきましては、主な内容に

書かれています、大曲小学校グラウンドピアノ購入２２０万５,０００円。それと、緑ヶ丘小学校

アコーディオン４０万円というのが大きな内容となっております。 

 なお、２２０万５,０００円につきましては、防衛省補助金の調整交付金を充当する予定という

ことで要求は出しております。 

 次に、９ページ目の中学校費の学校管理費ですが、これにつきましても、下から５段目位まで

から、各小中学校の防音機能復旧事業や、大曲中学校屋体大規模改造事業等の工事費を要求して

います。 

 なお、３６１の大曲中学校屋体大規模改造につきましては、今年度、非構造部材と一緒にやる

予定だったのですが、補助金が不採択となったため、老朽化の部分ということで要求しておりま

す。 

 次に、１０ページの６行目になりますが、中学校教育振興経費（臨時）で要求額が７４９万６,

０００円です。これについても、内訳に書かれていますが、緑陽中グランドピアノ２２０万５,０

００円や、吹奏楽部の楽器の購入ということで、市内３校で吹奏楽部がありますが、３校全体で、

４００万円で要求を上げております。４００万円は、今年度予算に対して１７０万円の増額で上

げております。 

 その下にあります中学校教育振興経費ということで、２８８万２,０００円。これは臨時という

ことで上げていますが、現在、リースで対応しています琴を購入するということで、臨時で要求

しております。 

 次の１１ページです。３５４番、家庭教育支援事業で拡大と書いてありますが、３６万円につ

きましては、今年、東部地区で実施をしました子ども朝活事業を、東部、西部、西の里、大曲、

４地区で展開したいということで、その経費として上げております。 

 その二つ下の学校支援地域本部事業、拡大となっていますが、前年度比１０１万２,０００円の

増額になっています。これは学校支援コーディネーターの非常勤化と書いてありますが、非常勤

化ではなくて、学校支援コーディネーターの報酬を改定したいということで、増額にしておりま
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す。新たに家庭支援教育等も担っていただくという予定になっていまして報酬単価を上げたいと

いうことで要求をしております。 

 次に１２ページの、文化財保護費になります。エコミュージアム推進費、２４３番の拡大で、

前年度比３０７万４,０００円になっております。これは、サテライトを指定することによる地域

遺産を示す説明板等の設置ということで、９７万２,０００円のほか、収蔵資料整理のための業務

委託ということで２１２万６,０００円拡大事業で上げております。 

 その二つ下の旧島松駅逓所大規模改修事業は新規になっていますが、要求額は６４万円でござ

います。これは、旧島松駅逓所の改修に向けて、外部委員の会議や、先進地視察の経費で６４万

円を要求しております。 

 その下に、生涯学習振興費の３４９番で生涯学習振興会支援事業の拡大ですが、前年度対比７

５万８,０００円の増です。これは、各地区にあります振興会の事業の周知を教育委員会が一括し

て行うという経費で２１万６,０００円、それと、保健福祉部の保険年金課で予算化していました

地域健康づくり交付金５４万円をこちらに移管するということで、７５万８,０００円の増となっ

ております。 

 そのページの一番下にあります文化施設修繕事業については、前年度対比１,１０８万８,０００

円、これは今年も行いました文化施設の屋上の防水シートの修繕費等の増額になっております。 

 次に、１４ページについては、大きな新規ではないのですが、２５３番に青少年健全育成振興

事業とあります。ここの事業に、上から三つ目の青少年健全育成推進委員会費や２５４番の青少

年健全育成連絡協議会支援事業等の事業、それと、３１１番の青少年健全育成啓発事業を統合い

たしまして、２５３万円の青少年健全育成振興事業を一本化したという中で、金額的には増額と

いなっております。 

 次に３１２番、放課後子供教室は、国の施策名が平仮名でなくて漢字ですので、漢字に直して

います。前年度対比３９万３,０００円増になっておりますが、これは、今年、大曲小学校でやり

ました放課後子供教室を、新たに１校増やしたいということで、３９万３,０００円増額となって

おります。 

 次に１５ページの３９０番でスポーツアカデミー事業が拡大となっておりますが、前年度対比

３９万４,０００円で、中学校部活動支援事業、チャレンジジュニアスクール事業等を委託事業と

して実施したいということで、拡大として上げております。 

 その下のスポーツ地域活性化事業ですが、新規事業では２９４万４,０００円ということで、オ

リンピック関連事業や、スポーツ合宿の誘致という事業の内容になっています。これにつきまし

ては、先ほど組織のほうでも若干説明いたしましたが、もし予算が付けば、経済部に新設されま

す観光振興課に移管をする予定と今のところ考えております。人を呼び込むイベント的な事業と

いうことで、要求は、教育委員会が行うという内容です。 

 次に、１６ページの３８８番、住民プール改修事業は、前年度対比６４万円ということで、こ

れはトイレの計画的な改修のために調査経費を今回計上しております。 

 ３８９番、緑葉公園体育施設改修事業につきましては、新規ということで、これについても調
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査経費として５万円で上げております。 

 ３５０番、学校給食公会計化事業につきましては、２９年度からの事業導入に向けて給食管理

システム構築業務経費等９９６万円を計上させていただいています。 

 以上簡単に申し上げていますが、新規、拡大を中心に予算要求しております。 

 結果は、２月上旬位に決まるかと思います。 

○松本委員長 見通しは。 

○櫻井教育部次長 それほど無茶な要求はしていないということで、ただ、要求ベース全体で何

十億円という財源不足となっていますので、切り込みは若干あるかと思います。 

 予算確定後、視察につきましては、ぜひ相談の上、決めたいと思います。 

○大山委員 いつぐらいの予定なのでしょうか。 

○櫻井教育部次長 暑い時期は避けたいと思いつつ、小中一貫教育の進行状況とあわせながら決

めたいと思います。予算が決まりましたら相談いたします。 

○佐藤委員 青少年健全育成で、統合して１本にまとめるという話があったではないですか、９

３万８,０００円。統合する前の数字より上がると言っていましたよね、予算的には。 

○櫻井教育部次長 はい。 

○佐藤委員 統合して上がるのだったら、統合しないほうがいいのかなと思うのですが。 

○櫻井教育部次長 事業が細かく分散していたので統合したということです。 

○櫻井学校教育課長 予算額が増額していますのは、臨時的に経費を見込んだ部分があるので、

総体的にやることが変わっているわけではないので、名称を改めたというところだけです。 

○佐藤委員 では、やる人が減るとかというのではなくて、まとめただけなのですか。 

○櫻井学校教育課長 はい。似たような名称で、別の振興だとか、たくさんついていてわかりづ

らかったものですから、全部まとめたということです。 

○大山委員 西の里中学校が来年度、教室が足りないという事態になると思うのですが、その辺

の予算はどこに組まれているのですか。 

○櫻井教育部次長 現行の教室の改造費等については新規では上げていませんで、通常の予算の

中で考えています。 

○松本委員長 よろしいですか。 

（異議なし） 

○松本委員長 では、次、お願いします。 

○水口教育部長 次に、平成２７年度市議会第４回定例会一般質問の答弁内容の報告をさせてい

ただきます。 

 第４回定例会、１１月２７日に開催しまして、本日、閉会となっております。今定例会では、

１２名の議員の方が質問に立たれまして、うち、５名の方が教育委員会関係の質問をされていま

す。 

 ページを追ってご説明させていただきます。 

 １ページから２ページの中段まで、まず、藤田議員が質問されています。内容としましては、
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７点。 

 １点目が、中１ギャップ解消で小中兼任教員を配置してはどうか 

 ２点目が、小中学校施設の建築点検について 

 ３点目が、中学校の部活動に関することについて 

 ４点目が、中学校給食の評価と残食対策について 

 ５点目が、地区ファミリー体育館へのニュースポーツの導入について 

 ２ページ目に移りまして、６点目が、総合体育館のランニングマシンの台数の確保について 

 ７点目としまして、図書館にバリアフリー映画の購入促進について、以上の質問でございまし

た。 

 主な答弁としましては、小中学校の施設の建築点検につきましては、建築基準法に基づく建築

点検につきましては、基準に基づき点検を行い、報告している。消防設備については毎年、年２

回点検を行っている。点検後の対応については、緊急を要する内容については速やかに対応し、

それ以外の修繕については、施設の大規模改造にあわせるなど、計画的に実施しているという答

弁を行っております。 

 中学校の給食の評価と残食対策についてですが、残食対策では、日々の献立や味つけなどの調

理の工夫を行うとともに、食育指導や給食だよりなどを通して、生徒に栄養バランスの大切さや

望ましい食事のとり方、生産者への感謝の気持ちなどを育てる取り組みを行っているという答弁

を行っております。 

 ２ページ目に移りまして、バリアフリー映画の購入について。聴力、耳の不自由な方に対して

の映画の購入についてということでの質問につきましては、バリアフリー映画や字幕機能つき映

画の購入等については、所蔵数が少ないということもあり、今後も購入に努めてまいりたいとい

う答弁を行っているところでございます。 

 次に、山本議員の質問でございます。 

 １点が、エコミュージアムセンターの利用状況について。 

 ２点目が、子どものスポーツ活動等への支援ということで、福祉バスの活用について。 

 ３点目は、夜間練習時の部活動支援として、学校のグラウンド照明の質問がございました。 

 答弁の内容は書かれているとおりであります。 

 ３ページ目、鶴谷議員から質問いただいたのが、１点が、放課後子ども教室事業について、現

在行っています大曲小学校の利用状況の推移について、更には、隣接する小学校に在席している

児童の参加について、指導者について、２カ所目の開設に向けて取り組みについての質問をいた

だいております。答弁については、ここに記載されているとおりでございます。 

 ４ページ目でございます。鶴谷議員で、学校支援地域本部事業についてということで、これま

での運営状況の変化と現状について質問いただいております。 

 ５ページ目、コミュニティスクールについてということで、コミュニティスクールの展開につ

いて、他の地区での導入について、広報や情報発信についてということで、他の地区での導入に

つきましては、西部地区での成果と課題を検証し、検討を行ってまいりたいという答弁となって
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おります。 

 ６ページ目に移ります。田辺議員さんの質問でございます。 

 １点目が、小学校における農業体験について。 

 ２点目が、食育についてということで質問いただいております。 

 食育につきましては、学校において、全体計画及び年間指導計画を策定し、家庭、地域との連

携を図りながら食育の指導を進めているという答弁、また、地球規模で考える取組みにつきまし

ては、地産地消を基本としながら、道内産、国内産など、できるだけ近隣の食材を使用するよう

取り組んでいるということを答弁しているところでございます。 

 ７ページ目に移ります。滝議員の質問です。 

 市民の健康づくりについてということで、教育委員会関係では、市内の運動施設の利用状況に

ついて。 

 それと、子どもたちの健康づくりとスポーツ学習について関連し、体力テストの結果について、

冬期間の子どものアウトドアの活動について、ウインタースポーツ学習について。 

 ８ページに移りまして、運動部活動の状況について質問いただきました。 

 答弁内容については、記載しているとおりでございます。 

 以上でございます。 

○櫻井教育部次長 続きまして、今日、配付させていただいております、北広島市教育基本計画

の中間年度見直しということについて、見直した内容等含めて、簡単にご説明したいと思います。 

 今年度は、平成２３年度に策定をしました１０年間の教育基本計画の中間年度の見直しの時期

となっております。 

 次年度以降からの５年間の教育基本計画の内容について、これから説明をします視点に関して、

施策等の変更を行いながら、見直しをしてまいりました。 

 まず一つ目は、新たに発生、顕在化した課題や、子どもを取り巻く教育環境の変化について。 

 二つ目は、これまで推進してきた施策や事業で、見直しを図るべき事業について。 

 三つ目としましては、新たな法改正や国の第２期教育振興基本計画など、国や道の動向等につ

いて。これら三つの視点に立ちながら見直しを実施しました。 

 また、市の総合計画の見直しも中間年ということで、同時進行で行っております。そちらの内

容と整合性も図りつつ見直しをしたところであります。 

 教育の基本的な方向を示しています施策等の内容について、今回、見直しを行いましたので、

内容について説明をさせていただきたいと思います。 

 お手元の資料を見ていただければと思います。今回の見直しで、現教育基本計画から変更や修

正があった箇所につきましては赤字で掲載をしております。 

 １ページ目の裏面から、表紙の裏から赤になっておりますが、こういう形で変わったところを

赤書きとしております。 

 今まで教育理念を基本計画に記載していなかったので、それを入れております。 

 その他に、教育目標や学校教育目標、社会教育目標、それぞれ掲載をさせていただいています。 
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 ページをめくりまして、まず１ページというところを開いていただきたいと思いますが、第１

章、北広島市教育基本計画中間年度の見直しについてということで、一つ目に、北広島市教育基

本計画とはということ、二つ目に、教育基本計画中間年度の見直しの背景について、中間年度の

見直しによる主な変更点についてということで、１ページ、２ページということで記載をしてい

ます。 

 今回の大きな見直し点としまして、現在の教育基本計画は市の総合計画の教育部分であります

第２章、人と文化を育むまちと、政策の表記順が異なっております。表記順を統一することとし

て、現行の教育基本計画の政策１、やさしく支え合う教育連携の推進を政策の３に、それと、政

策２、生きる力を育む学校教育の推進を政策１に、政策３としまして、信頼され魅力ある学校づ

くりの推進を政策２ということで、組み替えを行いました。 

 また、現在、八つの政策に２３の施策を展開しておりますけれども、今回の見直しにおきまし

て、政策１の生きる力を育む学校教育の推進に、本市の特色の一つとして、北広島に住みたくな

るｗｅｂサイトなどでも紹介をしております、ＩＣＴの活用による教育の充実を新たな施策とし

て加えまして、今までの２３の施策から２４の施策ということで、一つ増やした形に変更してお

ります。 

 ３ページですが、左側は、現行の２３の施策で、右側が一つ増やしました２４の施策を、先ほ

ど言いました順番の入れかえを含めて比較したものを掲載させていただいています。 

 次に、４ページですけれども、４、教育基本計画の位置づけと体系につきまして、現在の計画

と同様のものを掲載しております。下段の部分で、２４施策という、ここだけを修正をしており

ます。 

 次に、５ページ目の計画の性格では、現計画の策定以降、平成２５年６月に国が第２期教育振

興基本計画を策定しています。赤字部分の第２期を追加しております。 

 続きまして、７番目の計画の推進の部分につきましては、教育基本計画に掲げる施策を推進す

るため、現在、毎年３カ年の推進計画を策定している現状にありますので、毎年策定ということ

で修正をしているところであります。 

 続きまして、６ページからは、第２章、新たな時代を担う人間像に入りまして、１番、教育の

動向と求められる人間性につきましては、国の第２期振興計画における教育をめぐる社会の現状

と課題と、教育行政の四つの基本的方向性の概要を赤字で掲載をしております。 

 続きまして、９ページから１４ページまでの北広島のまちづくり、人づくりにつきましては、

現計画の内容から、９ページの冒頭の部分だけ修正をして記載をいたしております。修正部分は

冒頭の部分だけということになっております。 

 次に、１５ページからの第３章、大志を抱き学ぶまちということで、８つの政策と２４の施策

の見直しになりましたので、そこの部分を主な見直し部分として行っております。 

 以降の説明の部分では、見直した赤字部分の説明をさせていただきたいと思いますが、文言修

正等の部分につきましては説明を省略させていただきますので、ご了承いただきたいと思います。 

 １５ページの部分ですが、教育基本計画の具体的な施策の実施について、後段の部分に、学校
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教育の推進方針並びに社会教育の推進方針を策定し、進めていくことを新たに追記させていただ

きました。 

 １６ページ、１７ページにつきましては、新たにＩＣＴの活用による教育の充実の施策を追加

した２４の施策を体系化して直しております。 

 次に、１８ページからの新たな政策１、生きる力を育む学校教育の推進につきましては、現状

の課題の部分につきましては、国の教育再生実行会議の提言に基づき、道徳教育の充実をはじめ、

全教育活動において豊かな心を育むことを追記しております。 

 また、国の第２期教育振興計画に基づき、ＩＣＴを活用した効果的な学習やキャリア教育の充

実についても追記をしております。 

 １９ページでは、障害者基本法改定に基づき、インクルーシブ教育の理念について新たに追記

をしております。 

 続いて、２１ページにつきましては、先ほどから何回も申し上げています、新たな施策として

のＩＣＴの活用による教育の充実として、学びの充実を図るため、積極的なＩＣＴを活用すると

ともに、指導方法、指導体制、質の改善を図っていくことと、教員のＩＣＴ活用指導力向上のた

めの研修等の充実について表記をさせていただきました。 

 続いて、施策５の健やかな体を育てる教育の充実では、国の第２期教育振興基本計画に基づき、

食の正しい知識と望ましい食習慣を身につける食育の充実と、安全で安心な給食を提供するため

の施設設備の整備を促進。また、食物アレルギーや異物混入に対する取り組みを進めていくとい

うことを盛り込ませていただきました。 

 続いて、２２ページですが、施策７の社会の変化や課題に対応した教育の推進につきましては、

北広島市学校教育の推進方針に基づき、キャリア教育を推進するための北広夢ノートの実践につ

いて位置付けをしたほか、小学校の外国語活動が必修化されたことから、英語教育に取り組むこ

とも表記をさせていただきました。 

 次に、２３ページの政策２の信頼され魅力ある学校づくりの推進につきましては、現状と課題

の部分については、国の第２期教育振興基本計画において、学び続ける教員を支援する仕組みを

構築することに対応し、学び続ける教員を支援する仕組みを構築し、課題探求型の学習、協働的

な学びなど、新しい学びを展開するための教員の実践的指導力等を向上させる必要があるとして

います。 

 下段では、小中一貫教育などの新しい教育手法の検討や、学校への支援を支える制度の充実に

努めることをもう一方で目指すものであります。 

 次に、２５ページの、施策８の開かれた学校づくりの推進の部分では、国の第２期教育振興基

本計画や、学校教育法施行規則の改正に対応し、それぞれ学校運営協議会制度、コミュニティス

クールの取り組み、土曜授業の推進について盛り込んだところです。 

 次に、２６ページですが、施策９、教育環境の整備では、国の第２期教育振興基本計画に基づ

き、老朽化学校施設の長寿命化や耐震化に取り組み、防災施設としての機能の充実を図るととも

に、児童生徒数の増減に対応した学校施設の整備を推進することを盛り込んでおります。 
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 また、家庭、地域と連携をしました学校支援地域本部の取り組みの推進についても明記をさせ

ていただきました。 

 次に、２７ページの政策３の優しく支え合う教育連携の推進についてですが、現状と課題部分

につきましては、文科省のいじめ防止基本方針に基づき対策を推進していくことを盛り込んでお

ります。 

 ２８ページの施策１０、家庭の教育力向上への支援内容については、ＰＴＡなどと連携を図る

とともに、北広島生活シートの調査結果や、国の法改正により、家庭の教育力の向上と、学校、

家庭、地域が一体となった生活習慣形成について、内容を見直し、表記しているところでありま

す。 

 施策１１の教育相談体制の充実につきましては、子どもを取り巻く情報機器環境の変化や、新

しい通信手段の普及や使用による生活の乱れ、国、道のいじめ防止関連の情報を踏まえ、それぞ

れの具体的な施策内容について盛り込ませていただきました。 

 その下、施策１２、地域が支える健全育成活動の充実につきましては、国の放課後子供総合プ

ランに基づき、放課後子供教室の充実について盛り込んだところです。 

 次に、３０ページからの政策４、学び合い、支え合う社会教育の推進につきましては、大きな

内容の見直しはありませんでしたが、赤字部分については、現状に合った表記に修正した箇所と

なっておりますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 次に、３３ページからの政策５、郷土愛を育む教育活動の推進についてですが、現状と課題の

部分につきましては、エコミュージアムセンターの設置に伴い、エコミュージアム構想推進の拠

点施設としての役割を表記させていただきました。 

 次に、３５ページの政策６、生涯にわたる読書活動の推進についてですが、現状と課題の部分

につきましては、開館後１７年を経過した状況と、今後も市民との協働による読書環境の充実を

図ることなどを表記させていただきました。 

 また、国の子どもの読書活動推進に関する法律に基づく環境の整備についても表記させていた

だいています。 

 ３６ページの施策１９、子どもの読書活動推進事業についてですが、幼稚園、保育園との絵本

巡回事業、小豆の利用拡大について明記させていただきました。 

 次に、３７ページの政策７、芸術文化活動の振興についてですが、現状と課題の部分につきま

しては、今後の児童生徒の全国文化大会参加支援を見込みまして、青少年の芸術文化活動の支援

について明記させていただきました。 

 その下の基本的方向の部分ですが、平成２４年３月に北広島市芸術文化振興プランを策定した

ことから、このプランに基づき、芸術文化活動の振興を図ることを盛り込むことといたしました。 

 ３８ページの施策２０の個性豊かな地域文化の振興では、芸術文化振興プランに基づく具体的

な施策として、青少年が芸術文化に触れる機会の充実に向け、学校との積極的な推進を進めるこ

とを表記させていただきました。 

 ３９ページ、政策８の健康づくりとスポーツ活動の推進についてですが、アダプテッド・スポ



- 16 - 

 

ーツの視点について表記させていただきました。それと現状と課題、基本的方向、施策のそれぞ

れ内容の部分について、現状に合った表記に赤字のとおり修正をさせていただいております。 

 最後に、４２ページからの第４章、８つの政策と２４の施策を推進する５つの視点につきまし

ては、現計画のとおりとして、変更はしておりません。一番上の８つの政策と２４の施策という

数字の変更だけさせていただきました。 

 以上、修正部分、前回の基本計画との対照のほうがわかりやすいかと思ったのですが、この赤

字の部分だけ直したほうが良いかと思い、変更の赤字の部分だけ説明させていただきました。 

 いずれにしても、赤字の部分を追記し、修正したということでご覧いただければと思います。 

 この後、この中間年度の見直しにつきましては、１月に総合計画の中間見直しのパブリックコ

メントを行います。それと合わせて、こちらもパブリックコメントにかけたいと思っております。 

 その後、それらの意見を踏まえた中で、教育施策審議会の意見も踏まえながら、３月には教育

委員会で決定をさせていただいて、その後、庁議の中で報告をし、さらに議会の建設文教のほう

でも第１回の定例会の中で報告をしていきたいと考えております。簡単ですが以上です。 

○松本委員長 何かこの時点でコメント、質疑等は。 

状況、時代の変化だとか、教育を取り巻く環境を上手にというか、的確にとらえた構成という

か文章表現になっていると思いますので、問題はそれぞれ各論の中に、そういうこともあるのか

なと思いながら、とりあえずこれで。 

○櫻井教育部次長 この部分が総合計画のほうの第２章に一致するものですから、こちらが直し

た部分については総合計画のほうもあわせて直していくという、齟齬のないようにしていきたい

と思います。 

○松本委員長 他に。 

○鹿野教育部次長 それでは、小中一貫教育の部分のお話をさせていただきます。 

 全体構想でいうと、カラーの部分です。訂正がありましたので、差しかえでお願いいたします。

 それでは、私から、義務教育としての小中一貫教育の押さえ、考え方について説明させていた

だきます。 

 まず、２ページ目からの資料編で、小中一貫教育とはどのようなものなのかについてお話しし

ます。 

 小中一貫教育は、小中連携のうち、小中学校が目指す子ども像を共有し、９年間を通じた教育

課程を編成して、連続した継続性ある教育活動を目指すものであり、施設が一体かどうかなどの

物理的条件は関係なく、あくまでもどのような教育活動を展開するかという教育手法であること

に留意しなくてはなりません。 

 これまでの教育は、図に示しましたとおり、小学校と中学校の教育活動に違いがあり、また、

その接続が限られ、リセットされた状態で中学校にとの傾向が見られました。そのため、子ども

が学習方法に戸惑いを見せたり、人間関係や学校生活にうまく適応できなかったりといった様々

な課題が見られるようになりました。 

 小中一貫教育は、この区切りを取り除き、小中学校９年間をまとまりとして一つの目標を共有
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した取り組みを進めることで、一貫した学びを連続させること、教職員や子どもたちの異校種間

の交流による人間関係の醸成、合同研修等による教職員の授業力、指導力の向上などにつなげ、

より質の高い学びを実現させていこうとするものです。 

 次に、どんな教育活動を進めることができるかということですが、３ページ目に列挙しました。

一つ一つの説明は避けたいと思いますけれども、教科の指導計画を単元や内容などにおいて関連

性を明らかにする、授業スタイルを統一していく、乗り入れ授業や小学校での一部教科担任制の

実施、児童生徒の多彩な交流活動、９年間でのキャリア教育の推進など、さまざまな取り組みが

考えられます。 

 ただ、教職員の配置などの人的な問題や、施設の位置関係など、クリアしなければならない課

題もあり、実践する際には、それぞれの中学校区で条件整備を含め検討していくことが大事にな

ってくると考えられます。 

 次に、４ページ目です。小中一貫教育制度化に関する学校教育法等の改正について、制度設計

と改正する法律の概要について掲載しました。 

 法律の改正によって、新たに小中一貫教育の二つの類型が示されることになりました。小中学

校を一つの学校として位置づける義務教育学校、赤枠で囲まれたところです。それと、小中学校

をそれぞれ別の学校ととらえた形で、小中一貫型の小学校、中学校という位置付け、これは青枠

になります。このような枠が示されました。 

 また、５ページ目ですが、小中一貫教育の形態を、施設分離型、施設隣接型、施設一体型の三

つに分けて、本市の学校はどこに分類されるのかを示したところであります。 

１ページ目に戻ります。本市が目指したい小中一貫教育の全体構造案になりますけれども、左

上の背景で、法の改正や国の教育情勢などについてお示しし、右上には、本市のこれまでの小中

連携の取り組みと今後の課題についてまとめました。 

 本市は、中学校区単位での目指す子ども像の共有、スタンダードづくりやキャリア教育、乗り

入れ授業、合同研修の実施など、一貫教育により近い形で推進できています。 

 しかし、さらなる学力や体力の向上、発達段階を考慮した教育課程の編成や学習活動の工夫な

ど、９年間の連続性を踏まえた教育活動の充実が求められているところであります。 

 これらのことから、本市において小中一貫教育を推進し、目指す子ども像、心豊かに大志を抱

き、たくましく生きる子どもを育成したいと考えております。 

 そこで、小中一貫教育導入の狙いを、大きく、連続した学びの確立、特色ある学校づくり、教

職員の指導力の向上、地域とともにある学校づくりの４点とし、推進に当たっては、下の六つの

柱を設定しました。 

 一つは、９年間のカリキュラムの編成と実施、一貫した授業方法の確立、学習習慣、生活習慣

の定着を図る一体となった取り組みなど、連続した学びを確立すること。 

 二つ目に、きめ細かな児童生徒理解や一貫した生徒指導の徹底、児童と生徒が交流し合う活動

機会の創出などによる豊かな人間性や自己有用感の醸成。 

 三つ目に、今年度スタートしたきたひろ夢ノートを核とした夢に挑戦する心の醸成や、人間形
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成、社会形成能力、自己理解、自己管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力といっ

た基礎的、汎用的能力の育成を図る、小中を貫くキャリア教育の推進。 

 ４点目に、乗り入れ授業の実施など、９年間の連続性、継続性をより中心に据えた教科指導や、

理数、英語教育などの充実、特別支援教育やＩＣＴ活用など、実態を踏まえた特色ある教育活動

の展開。 

 ５点目に、学校支援地域本部事業、コミュニティスクールなど、地域の教育力やまちの良さを

生かした教育支援、体験活動の充実、学校の地域貢献など、教育の質の向上とまちの活性化につ

ながる、地域とともにある学校づくり。 

 ６点目に、小中学校、互いの指導の良さを生かした授業改善や合同授業、合同研修などによる

教職員の指導力の向上。 

 この６点を柱とし、義務教育９年間を修了するにふさわしい生きる力を育てていきたいと考え

ます。 

 これからのスケジュールについてですけれども、国の動向等を踏まえて、今年度から事務局内

部の協議や先進地視察、学習会を開催し、小中一貫教育の推進に向けて学習を深めていきたいと

考えています。 

 さらに、小中一貫教育推進検討準備委員会を来年の２月に立ち上げ、２８年度の１１月を目処

に推進方針案を策定していきたいと考えています。 

 その後、各中学校区において、教育活動の整理やカリキュラムを策定し、３０年度から全市一

斉に小中一貫教育を開始したいという予定を考えております。 

 また、この小中一貫教育の推進につきましては、本市が進めるまち・ひと・しごと創生総合戦

略におきましても、具体的な施策の一つとして位置付けられており、この後、基本方針に従って

推進されていくこととなる予定であります。 

 以上になります。よろしくお願いいたします。 

○松本委員長 何かございますか。これに関しては初めて、どういう感じかという実情をお示し

いただいたわけですね。 

○鹿野教育部次長 はい。 

○佐藤委員 北広島としては、形態としてはどれを目指しているのですか。施設分離型なのか、

施設隣接型なのか、施設一体型なのか。 

○松本委員長 関連しますけれども、今、一連の話を聞いて、要するにこれはなぜ、何のために、

誰のためにやるのかという観点からすると、多分、大人の事情はともかくとして、要するに義務

教育学校が一番ストンといきそうなのですが、これも含めて、どういう考え方かということです

が。 

○鹿野教育部次長 まず、一貫教育を導入する目的は、やはり子どもたちに安心して連続した学

びを保障していくということが第一です。そのための方式ではあるのですけれども、その中で、

先生方の指導力アップということは、先ほどから何回も申していますけれども、小学校と中学校

の先生方の意識の差というのが非常に大きいところがありますので、お互いのそれぞれの学校の
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指導の良さを取り入れながら、より良い授業展開、教育活動を進めていくというのが二つ目のね

らいと押さえています。 

 もう一つは、中学校区でとなりますので、より地域との関わりが強くなっていくのかなという

ことで、地域との協働した教育活動が可能になっていくことの３点と私は押さえています。 

 あと、施設の部分は、難しいのですけれども、施設が隣接になったり一体になってくると、先

生方の交流が日常的にできるということで、非常に効果のある取り組みになるのかなと思ってお

ります。 

○吉田教育長 現状でいけば分離型か隣接型ですね。北広島は五つの分散型になっているので、

そこそこで少しずつ地域性だとか、これまでやってきた取り組みに特色があることから、その地

域の小中一貫という形をつくっていきたいと考えています。 

 施設の話でいいますと、例えば西部だったら隣接型のままでいいかなとか、いや、廊下をつな

げれば一体だとなるかもしれないし、それから、分離型は、学校の建てかえ時期に一体型にする

など、これはまだ長い期間がかかるのです。ですから、隣接型と分散型が並行して、１０年位進

むのではないかと。その間に、市役所も今、建ち上がりますよね。それから、古い施設は長寿命

化といって、公共施設の配置整備計画というのを今、市でも作っています。それも様子を見て、

その先に一体型の施設がいいのではないかなど、そうした議論が次に来ると思います。一体型が

望ましいと思われますが、現時点で目指しますとまではまだ言えません。付け加えますと、でき

ればモデル校として一体型をどこかにつくれたらいいなと思いますが、３０年に地区ごとの小中

一貫教育が動き出しましたら、財政との関係を考慮しながら、相談していきたいと思っています。

それは一つ目玉になっていくので、先ほど言いました『まち・ひと・しごと創生総合戦略会議』

の中の小中一貫教育という事業が、市としても認知してもらえそうなので、その中に施設の話も

どこかの時点で入れ込んでいきたいと思います。 

○佐藤委員 なぜ聞いたかといったら、きょうの新聞で、ウトロが一貫校ですよね。 

○吉田教育長 そうです、知床・ウトロ義務教育学校ですね。 

○松本委員長 義務教育学校という形ですね。 

○吉田教育長 現在、小中併置校であり、既に小中一貫になっていますが、義務教育学校にする

意味があるものと思っています。 

○松本委員長 はい。しかし、義務教育学校というのは、施設は一つでなくてもいいわけでしょ

う。 

○吉田教育長 いいのです。 

○松本委員長 分離していてもいいのですよね。つまり、ソフト面でどういうマネジメントをし

ていくかという話ですから、そういう感覚でいうと、離れていても、校長１人で、きちっと体系

的に特徴を出してやっていく義務教育学校方式も有力な案としてあり得るのではないかという話

を今したのです。 

○吉田教育長 今の時点での義務教育学校についてですが、小中一貫型でいくというベースがで

きてから、次を考えるということに。例えば施設一体型の学校をつくることができるとなったら、



- 20 - 

 

義務教育学校の可能性も出てくるし、そうでなくて、施設は一緒ですが、小中が一緒に住む小中

一貫校というのも選択肢としてはあり得ます。その違いは、義務教育学校にすると、校長１人で、

教頭は多分２人になります。先生は小中の免許を持っていなければいけません。理念は徹底でき

るスタイルなのです。ただ、教員が小中の免許を持っていないとそこの先生になれないので、ど

うやって集めてくるかという課題もあります。 

○松本委員長 全部が、全員が免許を全て持っていなくてもいいのでしょうか。 

○吉田教育長 基本的には持っていないとだめです。 

○松本委員長 時間がかかりますね。 

○吉田教育長 小中一貫校だと小は小で免許の人だけ、先生は受けるのですけれども、ただ、交

流もしていく。兼務発令ということになると思うのですけれども、免許がなくてもそこは行ける。

ただし、校長が２人いるので、理念が二つある、これをどう繋ぐかというのが課題になります。

そういう選択肢がいま示された状況だということなのです。 

○佐藤委員 大人の考えでいったら、施設一体型にしたら建設費が１校で済むわけですからとい

う話になるのかなというのと、子どもからしてみると、例えばの話ですけれども、いじめられて

いる生徒がいたら、９年間になるわけですよ。 

○吉田教育長 マイナスで見るとそうですね。 

○佐藤委員 そういう考え方もあるのではないかなという部分で、本当にどれがいいのかなとい

うのが自分でもわからなかったので、お聞きしました。 

○吉田教育長 実は先程言いましたように、そこをマイナス面にとると、そういう人の苦しさが

長引く。でも、小から中に行くときの壁を、ハードルを下げてやって、先生方が９年間で見ると

いうことが徹底されてくると、その子は、小４のときにこんなことがあったけれども、中２でど

うかなというように、プラスで見るとケアしやすいのではないかというメリット面をとらないと、

小中一貫には行けないというか、どっちかの選択ですよね。そういうプラスで見ていきたいと思

って、制度もこのように国で作ってくれているので、これからの学校教育の課題の一つでもあり、

子どもにとってもプラスになる面が多いのではないかなという判断が一つあるということです。 

○松本委員長 やはり、どのまちでも将来的にはワンパターンになって、時間の経過の中で過渡

的に幾つかのパターンが並存しているというのがありますね。 

○吉田教育長 あると思います。 

○松本委員長 地域、学校によって、ここはこのパターン、ここはこういう形という、そういう

時期がある、パターンがあるのですね。 

○佐藤委員 現実の問題、無理ですよね。大曲とか、隣接型にしようとしても、なかなか無理で

しょうし、一体型にするにしてはマンモス校になってしまうし、なかなか難しい部分は出てきま

すよね。 

○吉田教育長 小中一貫という視点でカリキュラムは９年だよというのを共有できると、今より

さらに小と中の接続が濃くなる、離れてはいても。生徒と児童の交流も、多分増えてくると思う

のです。一緒にボランティアをするとか、部活動に小学生が普通に行ってもいいというようなこ
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とが簡単にできるようになるとか。ただ、場所とか施設の問題はどこまでいっても出てくるとい

う。理念が一つになってくると、多分、子どもにプラスに働くのではないかなという期待感があ

るのです。 

 先程も言いましたように、西の里などは、あと２０年してもし学校を建て替えるとなったとき

に、次は一体型の一貫校でいこうかという希望はなきにしもあらずです。 

○松本委員長 次長が出たところは、いま、一体のような感じですしね。 

○吉田教育長 西部は一体とも言えますし、隣接でもあります。 

あとは団地がどうなるかというのはちょっとありますけれども。 

 東部も、東部小は相当古い、北の台も元中学校の校舎を使っており古い。 

 例えば施設一体型がもし進んでいったときに、エリアの問題があって、例えば東部のことを考

えたら、東部中のところに小中一体型の施設を建てるとしたら、小学生が遠くまで行かなければ

ならないという問題が出てきます。 

○松本委員長 通学区域ですね。 

○吉田教育長 どこに建てるかみたいな話も出て来ますし、やはり分離型しかないねとなるかも

しれないし、いろいろ判断しなければならない部分が出てきます。住民感情もあるでしょうし。

東部小学校があそこになくてもいいのかみたいな議論も。そういう色々な課題は含んでいるなと

いう気はしています。 

 こういう形で構想を深めて、教育委員の皆さんにも視察していただけるような予算も考えて、

今後ともいろいろ議論を深めていただければありがたく存じます。 

○松本委員長 いいでしょうか。 

○鹿野教育部次長 それでは、議題の２番目にあります北広島市学校教育の推進方針案について、

現在協議を進めているところですけれども、現段階での状況について、資料をもとにご説明いた

します。 

 はじめに、平成２８年度の推進方針の策定に当たりましては、２７年度の教育活動を総括した

上で、基本的な考え方を示す目標の系列を明確にすること、各学校が学校経営や教育課程の編成、

実施、管理等の具体的な指針を示すことができるようにすることとして作業を進めているところ

です。 

 まず筆頭に、優れた知性と豊かな心とたくましい体を持って、自然と創造の調和を図り、進展

する郷土社会へ貢献すると、北広島市の教育理念を掲げました。 

 次に、北広島市教育目標、学校教育目標を掲げ、その右には、北広島市にゆかりのある３人の

先人の精神を礎として、そして懐く、励む、挑むは本市教育基本計画の第２章、新たな時代を担

う人間像に述べられ、本市ゆかりの先人、ウィリアム・スミス・クラーク、和田郁次郎、中山久

蔵、３氏に関わるものでありますので、掲載をしたところであります。 

 次に、目指す子ども像で、心豊かに大志を抱き、たくましく生きる子ども、優しく、賢く、た

くましくとしております。これらの理念、目標、そして目指す子ども像の実現に向けて、学校教

育の推進施策を生きる力を育む学校教育の推進、信頼され魅力ある学校づくりの推進としており
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ます。 

 以下から、各学校での具体的な教育活動の展開への指針となるものであります。 

 学校教育の重点では、義務教育９年間を通して生きる力を育む小中連携・一貫教育の推進とし、

生きる力として押さえています確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成、さらに、キャリア教

育を小中学校の連続した学びの中で実現させていこうとするものです。 

 また、今年度の実践目標である、義務教育を修了するにふさわしい学力、主体的学びの意欲、

社会性の育成につきましても、生きる力の育成として示したところであります。 

 この重点につきましては、中期的な重点ととらえ、３年位を目処に継続して掲げていきたいと

考えています。 

 そして、今年度の実践目標を、９年間の確かな学びを支える教育活動の創造、小中の継続性を

明確にした教育計画の立案、実施とし、各教科、領域、行事等において、小中の関連性や重点、

課題解決のための方策等を明確にした計画を整備、立案し、それに基づき、小中学校が協働して

実践していくということになっております。 

 本市では、平成２１年度から、市内校長会、教頭会で小中連携について、その方法や内容、具

体的な活動について検討し、各中学校区で実践を少しずつ積み上げてきました。それらを更に発

展させ、より一貫教育に近い形での実践を創造していこうとするものです。 

 次に、実践目標を達成するための方策として、実践への具体的な手立てを掲げました。 

 ここでは、マネジメントサイクルによる学校経営ビジョンの策定と進行評価を土台として、九

つの窓を設定し、それぞれの窓の領域において重点化した具体方策を示していきます。この部分、

まだ空欄になっておりますけれども、現在、推進方針検討委員会において協議しているところで

あります。 

 以上、現段階での推進方針について説明をしました。この後ですが、１２月２８日に第２回推

進方針検討委員会を開催し、先ほど空欄だったところを具体化し、原案を決定し、次回の教育委

員会にお諮りし、１月２１日の第３回推進方針検討委員会におきまして確認をしたいと考えてい

るところであります。 

 以上になります。よろしくお願いいたします。 

○吉田教育長 少し補足しますと、今回は学校教育の重点は３年程度、中期的なものとして進め

ていきたいと思っています。これは先ほどお話ししましたように、平成３０年に小中一貫教育を

全市でスタートするための準備期間というイメージもあります。 

 それから、２８年度は教育活動の立案、実施ということになっていますけれども、実は学習指

導要領の改訂というのが示されておりまして、本格実施が、小学校が平成３０年度、中学校が平

成３１年度から、新しい学習指導要領が完全実施される予定です。その間、前の年、前の年で新

しい教科書が配布されるということがあります。それで、いま移行期といいまして、現行の指導

要領でずっとやっているのですが、３０年度から小学校は新しいものになります。そこの準備も

しながら、小中一貫も、つまり小学校は小学校のカリキュラム、中学校は中学校のカリキュラム

をつくればいいのですけれども、つなげる努力をこの間していく、３０年度、３１年度で。そう
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いう意味で、来年はこの教育計画づくりというのが大事になるということで、平成２８年度の１

年はこれが一番目玉ですよと。それ以外の窓は、当然、ずっとつながっていくのですけれども、

重点の目標のところだけは必ずクリアしていこうという作りになっています。現場的には、そう

いう教育課程をつくるという作業が輻輳して動いていくことになります、平成３０年度まで。教

科書が出来るまで、まだ少し時間がある、来年は少し手前なものですから、準備の期間という捉

えをしているところです。 

○松本委員長 そこの部分は非常にすきっと見える、整理されているなと思って伺っていました

けれども、あとは下ですね。 

○吉田教育長 具体的なところ。 

○松本委員長 具体的なところが、ビジョンというのか、目標というのか、どのぐらい具体的な

ものに落とし込むかというところですね。つまり、より具体的な数値でないと、評価のときが難

しくなるという、そこら辺のバランスがどうだったかなと思いながら、これからの課題かなと。 

○鹿野教育部次長 できるだけ具体的な手立てにしていきたいと考えています。 

○松本委員長 そのほうがいいでしょうね。 

○鹿野教育部次長 手立てを評価するための指標などを示せるような形に本当はできたらいいの

かなと思っています。 

○松本委員長 そうですね。入れたらいいなと思います。 

○櫻井教育部次長 毎年の事業点検について、今年から事務事業の評価から施策評価に変えたの

です。 

○松本委員長 そうですか。 

○櫻井教育部次長 教育推進方針の中で、施策の成果指標値を設定していくということの考え方

を示したので、この中に盛り込むかどうかは別にしても、そういうものは必要だろうと、押さえ

ているところです。 

○吉田教育長 来年、この３年続いてきたのものを、こういう感じに変える努力をします。 

○松本委員長 そうですね。 

○吉田教育長 大分シンプルにしました。 

○松本委員長 すっきりしました。 

 ほかによろしいですか。 

 

 

  ◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは、本日、第１９回目の教育委員会会議、付議された議事は全て終了しま

したので、閉じさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

午後５時４５分 閉会 
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